
リクルートサービスを活用した実践事例【学習】

　

全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
の
常
連

校
で
、優
勝
実
績
も
あ
る
岩
国
工
業
高
校
。
部

活
動
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
を
行
う
科
学
研
究
部

の
人
気
は
高
い
が
、運
動
部
も
盛
ん
で
、ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
、フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、陸
上
部
な
ど
は
、イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
常
連
だ
。

「
機
械
科
、電
気
科
、都
市
工
学
科
、シ
ス
テ
ム

化
学
科
の
4
学
科
が
あ
り
、ロ
ボ
ッ
ト
作
り
の
小

学
校
出
前
授
業
な
ど
も
行
っ
て
い
る
機
械
科
は

人
気
が
高
く
、学
習
意
欲
の
あ
る
生
徒
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
し
か
し
、中
学
の
内
容
を
理
解
で
き

て
い
な
い
生
徒
も
多
く
、科
ご
と
に
成
績
の
ば
ら

つ
き
が
あ
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
ま
た
、部
活

で
忙
し
い
生
徒
は
勉
強
の
時
間
を
取
れ
ず
、部

活
の
顧
問
を
し
て
い
る
教
員
も
課
題
準
備
な
ど

に
追
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
し

た
」と
数
学
の
菅
田
龍
輝
先
生
。

　

そ
う
し
た
課
題
解
決
の
一
助
と
な
っ
た
の
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と

を
目
的
に
、山
口
県
教
育
委
員
会
が
県
立
高
校

へ
の
一
斉
導
入
を
決
め
た
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
だ
と

い
う
。
都
道
府
県
立
学
校
単
位
で
の
導
入
は
、

愛
知
県
に
次
い
で
全
国
２
例
目
だ
。

　

運
用
開
始
は
２
０
２
０
年
７
月
。
最
初
は
授

業
内
容
に
即
し
た
課
題
配
信
を
行
う
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
。

「
こ
れ
ま
で
は
課
題
作
り
が
大
変
だ
っ
た
の
で
、

『for TE
A
C
H
E
R
S

』の
機
能
を
使
え
ば
、生
徒

へ
の
課
題
配
信
か
ら
採
点
、成
績
デ
ー
タ
ま
で
一

括
管
理
で
き
る
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、全
教
員
の
大
幅
な
業
務
改
善
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
講
義
動

画
と
課
題
が
あ
る
た
め
、当
校
の
よ
う
に
4
つ
の

科
で
成
績
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
よ
う
な
場
合
で

も
、ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
を
活
用
す
れ
ば
、生
徒
た

ち
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
課
題
配
信
が
可
能
で

す
。そ
こ
で
、授
業
内
容
に
即
し
た
課
題
だ
け
で

な
く
、基
礎
学
力
強
化
の
た
め
の
課
題
配
信
が

で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
う
話
す
菅
田
先
生
が
２
０
２
１
年
6
月
か

ら
始
め
た
の
が
、授
業
前
に
課
題
配
信
を
し
、授

業
の
冒
頭
15
分
で
行
う
小
テ
ス
ト
だ
。

「
１
、2
年
生
に
は
、前
回
の
授
業
の
復
習
問

題
、就
職
試
験
を
控
え
た
3
年
生
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ

対
策
に
な
る
基
礎
計
算
問
題
な
ど
を
中
心
に

課
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、授
業
前
に
配
信
し
て

『
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
を
開
け
て
』と
言
っ
て
授
業

を
始
め
ま
す
。
生
徒
の
回
答
ス
ピ
ー
ド
や
正
答

率
は
、『for TE

A
C
H
E
R
S

』を
使
え
ば
そ
の
場

で
わ
か
る
た
め
、早
く
終
わ
っ
た
生
徒
に
は
新
し

い
課
題
を
出
し
、進
ん
で
い
な
い
生
徒
に
は
声
を

か
け
て
解
き
方
を
指
導
し
ま
す
。

　

ま
た
、全
員
の
正
答
率
が
低
い
場
合
は
、解
説

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
完
答
し
た
生
徒
の

名
前
を
読
み
上
げ
て
い
る
の
で
、生
徒
た
ち
も
競

い
あ
っ
た
り
し
て
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
以
前
よ

り
、諦
め
ず
に
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
が
出
て

き
た
と
思
い
ま
す
」と
菅
田
先
生
。

　

２
０
２
１
年
か
ら
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
自
宅
持
ち

帰
り
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
同
校
。
今
後
は
、さ
ら
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
。

生
徒
の
基
礎
学
力
を
上
げ
、

４
学
科
の
成
績
の

ば
ら
つ
き
を
な
く
し
た
い

課題

授
業
前
に
課
題
配
信
。

授
業
冒
頭
15
分
の

小
テ
ス
ト
で
基
礎
力
Ｕ
Ｐ

活用

取材・文／丸山佳子

 課題配信　  基礎学力強化　  for TEACHERS【活用キーワード】

学科ごとに学力が違う生徒たちに、授業中の
小テスト配信でやる気と基礎力を伸ばす

スタディサプリ活用法

岩国工業高校（山口・県立）

３年副担任

菅
すがた

田龍輝先生（数学）

「１～３年生の複数の科の数学を担当している
ので課題の作問はこれまで大変でしたが、スタ
ディサプリ導入後は作問に時間を取られること
もなく、生徒のレベルに合わせた課題選びが可
能になり、助かっています」と菅田先生。教員の
大幅な業務削減が実現したという。

写真左は、スタディサ
プリ導入前に菅田先
生が作っていた課
題。作問、生徒への
配布、回収、採点など
の業務が大変だった
というが…。

現在は、「 f o r 
TEACHERS」
の管理画面で
一括管理が可
能に。

「for TEACHERS」の活用で
業務の大幅軽減と、生徒のレベルに
合った課題配信も可能に！

●１年間の活用で、総合順位10位UP
数学が苦手で１年生の時は
50点以下が多く、総合順位も
22位でした。でも、菅田先生
の授業で基礎を学び、わからな
いところは自宅で動画を見なが
ら復習をするうちに成績が伸
び、２年では総合順位が12位
になりました。両親も「やるだけ

実力がついてくるから、もっとやったら伸びると思
う」と言って喜んでくれたので、嬉しかったです。
（吉留 楓さん・都市工学科２年）

「授業冒頭の小テストで解く課題は１問だけ。正
答した生徒には、その場ですぐに次の課題を配
信できるのも、スタディサプリの使い勝手の良い
ところだと思います。なかなか進まない生徒には
10分過ぎたら解き方を教えるようにして、生徒全
員が正答することを目指しています。基礎力が上
がってきた生徒には、ステップアップの課題を配
信するなど、これからは生徒たちのフォローアップ
を考えていきたいです」と菅田先生。

数学の授業では、冒頭15分で行う
小テストが、生徒の基礎学力UPと
モチベーションUPにつながった

創立1939年／機械科、電気科、
都市工学科、システム化学科（男
女）／生徒数445人（男子401
人、女子44人）進路状況（2021
年3月実績）大学17人、短大2
人、専門学校等12人、就職109
（公務員6）人、その他1人
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